
文

論

の

分

析

に

つ

い

て

の

格助詞の
「ガ」
と係助詞の
「ハ」
のちがいについては 、
山田孝

雄博士の
説がよく
知られてい
る 。
山田博士はそのちがいに
関して

つ
ぎのよ
うな

事実があることを指摘された
をと 。
すなわち 、

烏ガトブ

烏ハ
トブ

の二つ
を較べ
てみると 、
「烏ガトブ」
はそれ
全体が
体言を修飾で

きるのに 、
「烏ハ
トプ」

の
方はそれがで
きないとい
うので
ある 。

では 、
一
般に
係助詞には
すべ
て
そうした
事実が
見られるだろう

か 。
たとえば
「モ」
は ・と
うだろう 。
とこ
ろが 、
この
「モ」
は 、
そ

れが
含まれてい
る一
続きのことばが
体言を修飾することを
決して

拒みはしない 。

噴水モ
アル
広場

舗装モ
シテナイ道

などといえる 。
また 、
山田博士が係助詞として
あ
げ
て
お
ら
れ
る

「サエ」
とか
「シカ」
も 、
体言を修飾することばのなかに
現われ

ることがで
きる 。
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つ

の

試

み

南

不

男

雑草サエ
生エ
ナイ荒地

私シカ
知ラナイ秘密

だが 、
そうかと
思うと一
方には 、
「烏ハ
トブ」「犬ハ

走ル」
など

の
類のほかに
も 、
体言を修飾することを拒むい
くつ
かの一
統きの

こ
とばが
ある 。

セメテモ
ウ一
杯飲ミタイ

ムロ
ン
出席スル

ダカラ
代リニ
オレガ
行ク

ヤアムコ
ウカラパ
スガ
来ル

などがそれで
ある 。

このよ
うに
見てくると 、
単に
係助詞の
問題にとどまらず 、
日
本

語では一
般に一
続きのことばを 、

H
体言を修飾することを拒まない
性格をもっ
た
もの 。

同
体言を修飾することを拒む性格をもっ
た
もの 。

の
ニ
穏に
大きくわけることがで
きそう
に
思
わ
れ
る 。
と
い
うこと

は 、
い
わゆる
構造主義の
言語
学のことばで
表現するならば 、

ーlZ(ZH
体言)

とい
う

環境において
入れ
替わっ
て
現われることがで
きる 、
つ
まり



文論の分析についての一つの試み

凹ロrmzcgrz
な形
式または
形
式連続の
類と 、
それがで
きない
形式

または
形
式連続の
類を大きく区別することで
ある
在2) 。
この「体

言を
修飾することがで
きるかどうか
翁注1)」
とい
うことを基準

に
した区別は 、
別に
そうしなければ
な
ら
な
い
事情が
中町
弓ロ
に

あるのでは
もちろんない 。
ただ 、
そうすることによっ
て日
本語の

aERZ
な
現象が
相当よ
く

説明
で
きそうだ 、
とい
う一
つの
作業

仮説で
あるわけだ 。
しかし 、
あとでのぺ
るよ
うに 、
こ
れは
単に
体

言の
修飾の
可否とい
う問題だけではなくて 、

今まで
多くの
先学の

方々
か
ら
提出されて
きたい
ろい
ろな問題に
統一
的な
説明を与える

こと
を
可
能に
する
有力な
手がか
りとなると

思うので
ある 。

そこ
で
大ざっ
ぱに
わけてみると 、
つ
ぎのよ
うに
なる 。

付
体言を修飾することを拒まない
性格全
もっ
てい
る
もの 。
例

えば 、
烏ガトプ

頭ガ
痛イ

水ヲ飲ム

学校カラ
帰ル

雨パ
カリフル

浴室ハ
アル
(対比 、
「ダイニ
ン
グキッ
チンハ
ナイガ 、
l|」

な

ど)

噴水モ
アル

スコ
シ
食ベル

決シ
テウソヲツカナイ

スル
ト

幕ガアク(「ベル
ガ
鳴ル 。
||所デ 、
ロ
クサアヌ
登場 。

」
など)

同
体言を修飾すること
を拒む性格をもっ
てい
る
もの 。
例えば 、

烏ハ
トプ

オレハ
頭ガ
痛イ
(提起)

セメテモ
ウ一
杯飲ミタイ

ムロ
ン
出席スル

ケレ
トモ

手紙ヲ
出シテオク(「ソノ
必要ハ
ナイカモ
シレ
ナィ 。

||」
など)

ダカラ代リニ
オレガ
行ク

ヤアムコ
ウカラパ
スグ
来ル

オ
茶ヲ
飲モ
ウ

早ク
行ケ

オレガ
行クゾ

私ガ
行クワ

ソン
ナコ
トヲスル

ナ

君ガ
行クカ

以上あげた
ものは 、
用言がい
わば
その
中核となっ
てい
る一
統さ

のことばであっ
た(注31
では 、
体言がその
中核と
なっ
てい
る
も

のにつレては
こ
ういっ

た二
種の
区別はで
きない
ものか 。
ちょっ

と
考えると
無理のよ
うでは為るが 、
しかし 、
例えば 、

私ノウチ

オlイ中村君

の二つ
を比較してみると 、
「私ノウチ」
には
助詞「ノ」
をつ
けて 、

「私ノウチノ
屋根」
などとい
えるのに
対して 、
「オlイ
中村君」
の

方は
それがで
きない 。
「ォlイ中村君ノ
帽子」
などとはい
えない

韮と 。
そこで 、
やはり
体言を中核としたもの
も 、
前の
場合と
同

様二つの
類に
わか
れると
見てよかろう 。
すなわち 、
つ
ぎのよ
うに

なる 。付
体言を修飾することを拒まない
性格をもっ
てい
る
もの 。

私ノウチ

博多ッ
テ
町

アノ
山

オナジ
人

歩ク
姿

赤イ屋根

ジャ
ガイモ
カタマ
ネギ

オダヤカ
ナ日
和

犬ト、不コ
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同

体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
む
性
格
の
も
の 。

オ
l

イ
中
村
君

コ
レ
ハ
オ
娘
様

ト
ナ
リ
ノ
ジ
ロ
チ
ャ

ン
ヤ

サ
フ
ラ
ン
ノ
花
ヨ

き
て 、
用一
言
を
中
核
と
し
た
も
の 、
体
言
を
中
核
と
し
た
も
の
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て一
応
右
の
よ
う
に
わ
け
て
は
み
た
も
の
の 、
な
お
つ
ぎ
の
よ
う

な
疑
問
が
残
る 。

第一
は 、
例
え
ば 、
「
烏
ガ
ト

プ」
と
「
私
ノ
ウ
チ」
と
は 、
ど
ち
ら
も
「
体

言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
ま
な
い
性
格」
の
も
の
と
し
て
無
条
件
に
い
っ
し

ょ
に
し
て
い
い
も
の
か 、
「
烏
ガ
卜

プ」
は
「
私
ノ
ウ
チ
ノ」
と
等
価
(
ZE-­

s-
3
乙
で
あ
る
と
す
る
の
が
正
確
な
扱
い
な
の
で
は
な
い
か 、
と
い
う
こ
と

で
あ
る 。
し
か
し 、
こ
れ
は 、
用
言 、
体
言
そ
払
ぞ
れ
を
中
核
と
す
る
双
方
の

類
に
さ
ら
に
考
慮
を
加
え 、
今
ま
で
あ
い
ま
い
だ
っ
た
そ
れ
ら
の
性
格
を
は

っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る 。
す

な
わ
ち 、
「
私
ノ
ウ
チ
ノ」
に
あ
た
る
「
烏
ガ
卜

プ」
は
「
烏
ガ
ト

プ
(
+
体

言
こ
の
場
合
の
み
に
お
け
る
「
烏
ガ
ト

プ」
と
考
え
る 。
さ
き
に
あ
げ
た

寸
烏
ガ
ト

プ」
は
も
っ
と一
般
的 、
抽
象
的
な
も
の 、
つ
ま
り 、

鳥
ガ
ト

プ1(
ト

キ)

烏
ガ
ト

ブ2(
7
デ)

烏
ガ
ト

プ3( O)

か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る 。
ま
た 、
さ
き
に
あ
げ
た
「
私
ノ
ウ
チ」

も 、
同
じ
よ
う
に
一
般
的 、
抽
象
的
な
も
の 、
つ
ま
り 、

私
ノ
ウ
チ
l(

ノ
屋
根)

私
ノ
ウ
チ
2(

7
デ)

私
ノ
ウ
チ
3(
O
H

||
ダ)

か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る 。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば 、
「
烏
ガ
ト

プ」

と
「
私
ノ
ウ
チ」
を
2
E
SF
三
な
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
決
し
て
不

当
で
は
な
い 。

第
二
は 、
体
言
を
修
飾
で
き
る
か
ど
う

か 、
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は 、
「
烏
ガ
ト

ブ」
「
烏ハ
卜

プ」 、
「
私
ノ
ウ
チ」
「
オ
i

イ
中
村
君」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て 、
「
早
ク
行
ケ」
「
オ
レ
ガ
行
ク
ゾ」 、

「
卜

ナ
リ
ノ
ジ
ロ
チ
ャ
ン
ヤ」
「
サ
フ
ラ
ン
ノ
花
ヨ」
な
ど
は 、
は
じ
め
か
ら

問
題
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か 、
そ
れ
ら
も
い
っ
し
ょ

に
あ
げ
る
の
は
お

か
し
い
の
で
は
な
い
か 、
と
い
う
こ
と
だ 。
し
か
し 、
は
じ
め
か
ら
わ
か
っ

て
い
る 、
い
な
い
は
と
に
か
く 、
こ
こ
で
用
い
た
基
準
に
よ
っ
て
わ
け
れ
ば 、

一
応
さ
き
に
あ
げ
た
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
ん
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な

い 。
た
だ 、
同
じ
体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
む
性
格
の
も
の
で
も 、
例
え

ば 、
「
烏ハ
ト

プ」
と
「
早
ク
行
ケ」
と
の
問
の
ち
が
い
は
た
し
か
に
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い 。
そ
の
ち
が
い
は
ど
う
い
っ
た
性
格
の
も
の
か 、
そ
れ
に

つ
い
て
は
四
で
の
べ
る
予
定
で
あ
る 。

今
ま
で
あ
げ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
例
は
す
べ
て
何
と
い
う

か
そ
れ
だ
け
で

一
応
切
れ
る
こ
と
の
で
き
る
形
で
あ
っ
て 、
あ
と
に
何
か
が
続
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た 。
と
こ
ろ
が 、
そ
の
ほ
か
に
例
え
ば 、

雨
ガ
フ
レ
パ

雨
ガ
フ
ル
カ
ラ

な
ど
の
よ
う
に 、
必
ず
あ
と
に
何
か
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る一
続
き
の

こ
と
ば
が
あ
る 。
こ
れ
ら
も
同
じ
よ
う
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

か 。
強
引
な
よ
う
だ
が 、
で
き
る 。
と
い
っ
て
も 、
「
雨
ガ
フ
レ
パ
」
「
雨
ガ

フ
ル
カ
ラ」
な
ど
は 、
は
じ
め
か
ら
体
言
に
続
く
こ
と
が
で
き
な
い
形
だ
か
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ら 、
そ
れ
自
身
が
体
言
を
修
飾
す
る
か
ど
う

か 、
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の

は
も
ち
ろ
ん
ナ
ン
セ
ン
ス
だ 。
そ
こ
で
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
に
つ
い
て
考
え

る 。

文論の分析についての一つの試み

付

さ
き
に
区
別
し
た
二
種
の
そ
れ
ぞ
れ
に
形
態
上
の
共
通
点
が
あ
る
か

FLh
、、。

ゆ叫
し
・刀

同

問
題
の
部
分

ll
例
え
ば 、
雨
ガ
フ
レ
バ

ーー
が
他
の
部
分
に
続
い

て
で
き
た
全
体

ーーー
雨
ガ
フ
レ
パ
道
ガ
ト

ロ
ン
コ
ニ
ナ
ル
な
ど

ーー
が

体
言
を
修
飾
で
き
る
か
ど
う

か 。

第一
の
点
に
つ
い
て
見
る
と 、
例
え
ば 、
「
雨
ハ
」
は
「
フ
レ
パ
」
と
か

「
フ
ル
ト」

に
は
続
き
に
く
い 。
そ
れ
に
対
し
て 、
「
フ
ル
カ
ラ」
「
フ
ル
ケ

レ
ト

モ」
に
は
続
く
こ
と
が
で
き
る 。
「
ム
ロ
ン」
の
場
合
も
そ
う
で 、
「
ム

ロ
ン
出
席
ス
ル
カ
ラ」
と
は
い
え
る
が 、
「
ム
ロ
ン
出
席
ス
レ
バ
」
は
ち
ょ
っ

と
無
理 。
「
ム
ロ
ン
出
席
ス
レ
パ
」
と
い
う
と 、

そ
の
あ
と
に
「
記
念
品
ガ

モ
ラ
エ
ル」
と
か
何
と
か
い
い
た
く
な
る 。
「
ム
ロ
ン」
は
「
記
念
品
ガ
モ
ラ

エ
ル」
に
か
か
る 。
第
二
の
点
に
つ
い
て
み
る
と 、

例
え
ば 、
「
雨
ガ
フ
レ

パ
道
ガ
ド
ロ
ン
コ
ニ
ナ
ル」
は
体
言
を
修
飾
で
き
る 。

雨
ガ
フ
レ
パ
道
ガ
ド

ロ
ン
コ
ニ
ナ
ル
ト

コ
ロ

そ
れ
に
対
し
て 、
「
雨
ガ
フ
ル
カ
ラ
道
カ
ド

ロ
ン
コ
ニ
ナ
ル」
の
方
は
だ
め

で
あ
る 。
こ
の
「
雨
ガ
フ
レ
パ
」
と
「
雨
カ
フ
ル
カ
ラ」
の
ち
が
い
は 、
ち

ょ
う
ど
さ
き
の
「
烏
ガ」
と
「
烏ハ
」
の
ち
が
い
に
似
て
い
る 。
以
上
の
よ

う
な
こ
つ
の
点
か
ら
見
て 、
前
に
行
な
っ
た
区
別
は
こ
の
場
合
に
も
密
接
な

関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
こ
こ
で
の
べ
た
よ
う
な
こ
と
は 、
す

で
に
三
上
章
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て 、
三
上
氏
の
い
わ

ゆ
る
「
軟
式」
と
「
硬
式」
の
区
別
が
そ
れ
で
あ
る
韮5) 。

な
お 、
今
右
に
あ
げ
た 、
「
雨
ガ
フ
レ
パ
」
「
雨
ガ
フ
ル
カ
ラ」
な
ど
は 、

用
言
を
そ
の
い
わ
ば
中
核
と
し
て
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る 。
今
度
は
体
言

を
中
核
と
し
て
も
っ
て
い
る
も
の
で 、
あ
と
に
必
ず
何
か
が
続
く

形
は
な
い

も
の
か 。
そ
れ
は 、
前
に
あ
げ
た
も
の
の
一
部
を
な
す 、
「
烏ハ」 、
「
烏
ガ」 、

「
水
ヲ」
な
ど
を
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。
こ
れ
ら
と「
雨
ガ
フ

レ
パ
」
な
ど
と
を
い
っ
し
ょ

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は 、
ち
ょ
っ
と
し
た
証
明

が
い
る 。
簡
単
に
い
っ
て
し
ま
え
ば 、
あ
る一
統
き
の
こ
と
ば
の
付
属
的
な

部
分
(
あ
と
で
い
う
「
従
項」)
と
し
て
同
じ
環
境
に
お
い
て
Z
Z
Zロ
grr

で
あ
る 、
従
っ
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
同
じ
類
に
ま
と
め
ら
れ
る 、
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る 。

そ
こ
で
わ
け
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る(
そ
れ
ぞ
れ 、
心
は
用
言
を
中

核
と
し
た
も
の、
仰
は
体
言
を
中
核
と
し
た
も

の) 。

H

体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
ま
な
い
性
格
を
も
っ
て
い
る
も
の 。

ω

雨
ガ
フ
レ
パ

雨
ガ
フ
ル
卜

雨
ガ
フ
ル
ノ
デ

雨
ガ
フ

ル
ノ
ニ

雨
ガ
フ
ッ

テ

雨
ガ
フ
リ

ス
コ
シ
明
ル
ク

道
ガ
ワ
ル
ク
テ

ω

私
ノ
ウ
チ
ガ

私
ノ
ウ
チ
ヲ

私
ノ
ウ
チ
ニ

博
多
ッ

テ
町
7-ア

ウ
チ
ノ
子
パ
カ
リ

þ 

海
ガ
シ
ズ
カ
デ

私
ノ
ウ
チ
デ

オ
タ
ヤ
カ
ナ
日

和
モ

同

体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
む
性
格
を
も
っ
て
い
る
も
の 。

ω

雨
ガ
フ
ル
ガ

雨
ガ
フ
ル
カ
ラ

雨
ガ
フ
ル
ケ
レ
ド

モ

雨
ガ
フ
ル
シ
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ω

歩
ク
姿
ハ

コ
ノ
仕
事
コ
ソ

タ
ラ

ウ
チ
ノ
オ
父
サ
ン
(
ツ

)
テ
パ

(
注
l)

「
日
本
文
法
学
概
論」
(
一
九
三
六)
四
八
七
ベ
以
下 。

(
注
2)
N。一-mm
ω
国防
コ一回

又
270
含
一ロ
ヨ
2
2
5同一
ピロ田口一
色口問

(円也印
、?
のrF口白問。)w
の7
21F目
。・
司ユ
2・

、H，r。
ω円『EnHロ
2
0『

開口田町mr
(
邑
可U
FO口《山口口)
な
ど
多
照 。

(
注
3)

こ
れ
は 、
用
言
が
あ
と
で
い
う

「
主
項」
に
な
っ
て
い
る
も

の

の
こ
と
だ 。

(
注
4)

し
か
し 、
「
オ
l

イ
中
村
君
ノ
ウ
タ」
と

い
え
る
じ
ゃ

な
い
か 、

と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が 、
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
別
に
し
て
考
え
る

べ
き
だ 。
簡
単
に
い
う
な
ら 、
「

，
オ
l

イ
中
村
君MM
ノ
ウ
タ」
と
考

え
る 。
「

M
早
ク
行
ケグ
ノ
命
令」 、
「

グ
オ
レ
ガ
行
ク
ゾグ
ノ
意
志
表

示」
な
ど
と
同
様 。

(
注
5)

「
現
代
語
法
新
説」
(
一
九
五
五)
二
六
八
ぺ
以
下 、
「
日
本
語

の
文
法 、
連
語
論」
(「
講
座
日
本
語」
E 、
一
九
五
五)
参
照 。

な
お 、
こ
と
で
あ
げ
た
も

の
に
つ
い
て
は 、
三
上
氏
も
指
摘
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
は
っ
き
り
と
わ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
現
象
が
あ
る 。
そ
れ

に
つ
い
て
は
さ
ら
に
よ
く
考
え
た
い 。

ト
ナ
リ
ノ
ジ
ロ
チ
ャ
ン
(
ツ

以
と
の
べ
て
き
た
こ
と
を
綜
合
し
て

。ヤ勺ノ

一
応
名
前
を
与
え
て
お
こ
う
と
恩

ま
ず 、
体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
ま
な
い
性
格
を
も
っ
た
も
の
を
「
句
」

と
呼
ぶ 。

そ
れ
に
対
し
て 、

体
言
を
修
飾
す
る
こ
と
を
拒
む
性
格
を
も
っ
た
も
の
を

「
節」
と
呼
ぶ 。

つ
ぎ
に 、

句 、

節
を
通
じ
て 、

用
言
を
そ
の
い
わ
ば
中
核
と
し
て
も
っ
て

い
る
も
の
を
「
動
詞
的」
な
句
ま
た
は
節、
体
言
を
そ
の
い
わ
ば
中
核
と
し

て
も
っ
て
い
る
も
の
を
「
名
詞
的」

な
句
ま
た
は
節
と
い
う
こ
と
に
す
る 。

(
第一
図)
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節

動 詞 的

略号ー
句=p

節=c
名詞的=N
動詞的=v
(例えば， PV= I動詞的
な句J)

名詞的

動 詞的

名詞的

句
羽v 、同u

Z

私
ノ
ウ
チ 、

赤
イ
屋
根 、

犬
ト
ネ
コ 、

-U
〈

烏
ガ
ト

プ 、

頭
ガ
痛
イ 、

ス
コ
シ
食 、ヘ
ル 、

の
Z

オ
l
イ
中
村
君 、
コ
レ
ハ
オ
嫁
様 、

。
〈

烏
ハ
ト

ブ 、

早
ク

行
ヶ 、

私
ガ
行
ク
ワ 、

結
局 、

右
で
は
計
四
個
の

ζロ
gH

上
の
大
き
な
カ
テ
コ
リ
ー

ーー
そ

う
呼
ん
で
い
い
と
思
う

が

ーー
を
認
め
た
わ
け
で
あ
る 。
つ
ぎ
に
そ
の
四
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て 、
「
完
結
形」
と
「
続
き
形」
の
二
穫

を
認
め
る 。
完
結
形
と
い
う
の
は 、
そ
れ
だ
け
で一
応
ま
と
ま
っ
た
句
な
り

節
な
り
の
形
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る 。

続
き
形
と
い
う
の
は 、

さ
ら
に
大
き



な
例 省 句

22 2 、 I I さ な
三土ス ;;;:- I I 商 り
三 三 l 完 結 形 I �ヨ 節

I I T� 
リ私私私 I I り

ノ ノ ノ の
ウ ウ ウ 1 I 

ー
チ チ チ I I 部
カe ノ 、 I <* >-_ "'" I 

赤 l 続 き 形 |
ト博イ I I る

ナ 多屋 I I も
リ ッ 根 の
ノ テ 、 略号 だ
ジIlIT犬 完結形=k

。
ノ ト

チ 、 ネ 続き形=tPの
J 宅 場合はさらに
ヲ (n)， (v) 
ウ (例えば， Pvt(v) 
チ =1動詞的な句の
4 続き形，用言に続
ノイ くものJ)
カ

文論の分析につい ての一つの試み

同ua〈}内

烏
ガ
ト

ブ
、

頭
ガ
痛
イ

、ス
コ
シ
食ベ
ル

、

同V2(ロ)・
雨
ガ
フ
ル(
季
節)

、
壁
ガ
白
イ(
家)

、

可〈片(〈)
雨
ガ
フ
レパ
、

雨
ガ
フ
ル
ト
、

道
ガ
ワ
ル
ク
テ

、

。zr

ォ
l

イ
中
村
君

、コ
レハ
オ
殿
様

、

。
2
・
歩
ク
姿ハ

、
ト

ナ
リ
ノ
ジロ
チ
ャ

ン(ツ)
タ
ラ
、

ウ
チ
ノ
オ

父
サ
ン(ツ)
テパ

、

。〈r

烏ハ
ト

プ
、ム

ロ
ン
出
席
ス
ル

、
オ
茶ヲ
飲モ
ゥ 、

の
三

雨
ガ
フ
ル
カ
ラ
、

雨
ガ
フ
ル
ケ
レ
ド

モ
、

さ
ら
に
旬

、
節
内
部の
要
素に
つ
い
て
は

、そ
れ
ぞ
れ
に
付
属
的
な
部
分

と
中
核
的
な
部
分
を
認
め
る。
付
属
的
な
部
分
を
「
従
項」

、
中
核
的
な
部

分
を
「
主
項」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る。
へ
ん

なこ
と
ば
だ
が
か
り
に
そ
う

呼

ん
で
お
く。

(
第
三
図)

回
目

例
え
ば

、「
私

ノ
ウ
チ」

な
ら

、「
私

ノ」
が
従
項

、「
ウ
チ」
が
主
項。
「
烏

ガ
ト

プ」
で
は

、「
烏
ガ」
が
従
項

、「
卜

プ」
が
主
項
で
あ
る。
「
ォ
l

イ
中

村
君」
や
「
オ
茶ヲ
飲モ
ウ」
だっ
た
ら

、「
オ
l

イ」
「
オ
茶ヲ」
が
従

、

「
中
村
君」
「
飲モ
ウ」
が
主。

従
項
は
そ
れ
だ
け
で
は
現
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い。
主
項
は
そ
れ
だ
け

で
現
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る。
そ
し
て
従
項
を
伴っ
た
場
合
と
同
じ
ミロ­

gncn
な
役
割
を
果
すこ
と
が
で
き
る。
例
え
ば

、「
ウ
チ」
は
「

私
ノ
ウ

チ」
と
2E
SFロ円
で
あ
る。
そ
れ
で

、
単
に
「
ウ
チ」
「
ト

プ」
「

イ
ケ」

「
飲モ
ウ」

な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
句
と
か
節と
か
と
認
め
る
こ
と
に
す

る(注1)O
ま
た一
方
で
は

、「
雨
ガ
フ
レパ」
「
雨
ガ
フ
ル
カ
ラ」

な
ど
は

、
よ

り
大

き
な
句
な
り
節
な
り
の
主
項
に
依
存
し
て
現
わ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
従
項

で
あ
る。
さ
きに

、「
私ノ
ウ
チ
ガ」
「
歩
ク
姿ハ」
な
ど
と
そ
れ
ら
を
そ
れ

ぞ
れい
っ
し
ょ

に
し
て

な
らべ
て
あ
げ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る。

と
い
う
よ
う

なこ
と
か
ら

、
句
や
節の
大
き
さ
は
伸
縮
自
在と
い
うこ
と

に
な
る
韮2) O

小
は一
つ
の
自
立
語
か
ら

、大
は
大
小の
句
や
節
を
そ
の
な

か
に
含
む
もの
ま
で。
「
子
供
カ
道
ヲ
ゴ
チ
ヨ
チ
歩
ク」

は一
つ
の
動
詞
的

な
句
で
あ
る。
「
道
ヲ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
ク」
「ヨ
チ
ヨ
チ
歩
ク」
「
道ヲ
歩
ク」

も
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
か

り。
そ
し
て
「
歩
ク」
だ
け
で
も一
つ
の
動
詞
的
な
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句
と
な
り
う
る 。

ま
た 、
「
ム
ス
メ
」

と
い
う

語
は
そ
れ
一
つ
で
も
名
詞
的

な
句
と
見
る
こ
と
が
で
き
る 。

そ
し
て 、
「
甥
ノ
ム
ス
メ
」
「
オッ
カ
サン
ノ

甥
ノ
ム
ス
メ
」

な
ど
も
そ
う
だ 。

も
っ
と
長
く
な
っ
て 、
「
天
爵
院
様
ノ
御

祐
筆
ノ
妹
ノ
オ
嫁-一
行
ッ
タ
サ
キ
ノ
オ
y
カ
サ
ン
ノ
甥
ノ
ム
ス
メ
」
と
い
っ

て
も
や
は
り

一
つ
の
名
詞
的
な
句
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
は
か
わ
り

E
、
ω

ふμ
ゆ山H
1v

(
注
1)

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
単
語
に
該
当
す
る
も
の
で
は
あ
る

が 、

と
の
場
合
以
あ
く
ま
で
文
中
の
一
つ
の
要
素
な
の
で
あ
る 。

そ
と

か
ら
ま
た
抽
象
さ
れ
た
「
ウ
チ
」
と
か
「
ト
プ
」
な
ど
と
は
区
別
し
な

げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ 。

(
注
2)

つ
ま
り
こ
れ
は 、

前
述
の、

同
じ
環
境
に
た
が
い
に
入
れ
替
わ

っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
と
を
区
別
す

る 、

と
い
う
原
則
を 、
単
語
ば
か
り
で
な
く(
品
詞
分
類
の
場
合
の
よ
う

に) 、
単
語
が
い
く
つ
か
連
続
し
た
も
っ
と
大
き
な
単
位
に
適
用
し
た
結

果
で
あ
る 。

国知
日回目
前
掲
害
容
照 。

以
上
の
よ
う
な
ワ
ク
を
つ
く
っ
て
お
く
と 、

日
本
語
の

々
ロ門田口門戸口
な
現

象
は
そ
の
な
か
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る 。

今
ま
で
多
く
の
文
法

学
者
に
よ
っ
て
個
別
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
問
題
も 、

ま
と
め
て

処
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る 。

文
法
の
記
述
と
い
う
も
の
は 、

研
究
者
の

立
場
の
ち
が
い
は
あ
っ
て
も 、

同
じ
よ
う
に
正
確
な
も
の
な
ら 、

な
る
べ
く

簡
単
な
も
の 、
一
つ
の
説
明
で
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
現
象
が
説
明
で
き
る

も
の
を 、

す
ぐ
れ
た
記
述
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う 。
い
っ
し
ょ

に
で
き
る
も
の

は
そ
れ
だ
け
の
大
き
な
ワ
ク
を
つ
く
っ
て
ま
ず
そ
れ
で
説
明
し 、

そ
の
の
ち

に
こ
ま
か
な
説
明
を
加
え
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る 。

そ
う
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
体
系
全
体
の
把
艇
も
芥
易
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
こ
で 、

ニ
で
あ
げ
た
ワ
ク
で
簡
単
に
説
明
で
き
る
も
の
に 、

ま
ず
文
の

い
ろ
い
ろ
な
要
素
の
結
合
の
関
係
が
あ
る 。

以
下 、

そ
の
お
も
な
も
の
を
ゆめ

げ
る
が 、

た
だ
そ
の
な
か
で 、

あ
る
一
続
き
の
こ
と
ば
の
な
か
に
一
つ
で
も

節
の
要
素
が
入
る
と 、

全
体
は
節
の
性
格
を
お
び
る

||
節
に
な
っ
て
し
ま

う 、

と
い
う
こ
と
を
と
く
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

同
に
あ
げ
た
の
が
そ
れ

で
あ
る 。
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付

句
と
句
が
結
合
し
た
も
の
は
や
は
り

句
で
あ
る 。

す
な
わ
ち 、

一

般
に

P
+
司
ー
も

MU
Zけ
(
ロ)
+
HU
Z
↓
HU
ZN

甥
ノ
+
ム
ス
メ
l

甥ノ
ム
ス
メ

司
Z門(
〈)
+
可
〈】
lv
HU
〈N

烏
ガ
+
ト

ブ
↓

烏
ガ
ト

プ

-U
A2
(
コ)
十
回u
ZH
↓
HV
Z

歩
ク
+
姿
↓

歩
ク
姿

HU
〈庁
(
〈)
+
HV
〈H
Iv
司
〈N

雨
ガ
フ
レ
パ
十
イ
カ
ナ
イ
↓

雨
ガ
フ
レ
パ
イ
カ
ナ
イ

Hu
g
(
〈)
十
回u
z
↓
司
〈

十一
時
ニ
+
ヒ
ル
メ
ゾ
↓

十一
時
ニ
ヒ
ル
メ
シ(
ダ)

]U
〈門(
コ)
+
-U
z--
HU〈

十
一
時-一
ナ
レパ
+
ヒル
メ
シ

日u
z
ス
コ)
十
句
〈ev
HU
〈門(
ロ)

十
一
時
ニ
ナレパ
ヒル
メ
シ
(ダ



文論の 分析 に つ いての一つ の試み

ポクノ十
着ル
↓ボクノ

着ル(シャ
ツ)

同
節に
節が
結合した
ものはやはり
節で
ある 。
すなわち 、

一
般に
Q
+
の
↓
の

の
Z同
十
の
〈H
1v
の
〈N

君ハ
+ウレシ
イダロ
ウ↓
君ハ
ウレシイダロ
ウ

の
三
十
の
ヨ
↓
の
5

雨ガフル
カラ+
ヤメニ
ショ
ウ
↓雨ガフル
カラヤメニ
ショ
ウ

伺
句に
節が
結合した
ものは
節となる 。
すなわち 、

一
般に
Q
+
句
↓
。

。
2円
l十
回u
Z
↓
の
〈

アレハ
+カシノ
木↓アレハ
カシノ
木(ダ)

。
z
?T
HM
〈1i'
の
〈

オレハ
+
頭ガ
痛イ↓オレハ
頭ガ
痛イ

。
〈同
十
回u
〈
↓
の
〈

ダレモ
イカナイカラ+ボクガイク↓ダレモ
イカナイカラボク

カイク

四

今までのべ
て
きたとこ
ろでは 、
まだ句や
節の
内容の
面
||文法

的な意味とか
職能とかの
具体的な面をくわしく取り上げたわけで

はない 。
そういっ
た
面において 、
さし
あたっ
て
重
要なのは句と
節

との
ちがい
で
為ろうが 、
それについて
見る
前に 、
まず句 、
節にお

ける
名詞的なものと
動詞的なもの 、
および
完結形と
続き形の
それ

ぞれの
性格について
簡単にのべ
ておこ
う 。

ま
ず 、
名詞的な
ものと
動詞的なものとについて 。
このちがいは

ちょっ
と
適当なことばがみつか
らない
が 、
何とい
うか「類的意味」

(口za・522口問)
の
ちがいで
ある 。
いつ
こ
う説明に
もならない
が 、

句 、
節における 、
名詞的なものとい
う類に

共通する意味 、
動詞的

なものとい
う類に

共、通する意味のちがいで
為る 。
そしてこの
意味

の
ちがい
は 、
ある
句 、
節が
もっ
ぱら他の
ものと
関係する
面を
取り

上げた
もの
では
ない 。
むし
ろ 、
その
句 、
節それ自身だけに目を
向

けた
もの
だ 。
なおまた 、
ある句や
節が
名詞的なものになるか 、
動

詞的なものに
なるかは 、
原則的にはその
主項の
如何によっ
て
きま

る 。
つ
まり
主項の
もつ
類的意味がその
句なり
節なりの
全体を
包

んでい
るといっ
てよい 。
従項には
原則的
にはそうい
う
力はない

(注1)。完結形と
続き形について 。
こ
れは 、
前の
名詞的なもの 、
動詞的

なものの
場合とはちがい 、
ある句 、
節が
何か
他の
部分と
関係する

面を
取り上げた
もので
ある 。
ただ 、
完結形と
続き形とはそのひっ

かかりかたがちが
う 。

続き形の
方は
首尾一
貫してそれと
同じレベ

ル
||句なら句 、

節なら
節
ーーの

範囲でしか
力を
発揮しない 。
例

えば 、
句の
続き形「雨ガフレパ」
はやはりさらに
大
き
な
句の
従

項に
なるだけだ(三容照) 。
それに
対して 、
完結形はちがうレベ

ルに
影響を
及ぼ
す 。
句の
完結形は 、
節のい
わば
芯に
なっ
てその

種類を
規定
する 。
名詞的な句が
芯に
なればその
節
はやはり
名詞

的(注23
動詞的な句だっ
たら
節も動詞的 。
節の
完結形は 、
文の

レベ
ルに
対して
影響を及ぼ
す(補注2) 。
だか
ら 、
節の
完結形の
如何

は 、
それにかぶさる
文末の
イン
トlネlショ

ンの
型と
密接な関係
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がある
をと 。
完結形 、
続き形と
もに
その
文法的意味 、
職能は 、

さきの
名詞的なもの 、
動詞的なものの
場合と
同様 、
その
句 、
節全

体にかぶさっ
てい
ると
考えることがで
きる 。
さきにのべ
た
名詞的

な 、
または
動詞的な意味がまずかぶさり 、
その
上に
また 、
例えば 、

一
ナ」〈禁止〉 、
「ダロ
ウ」〈推量〉
などがかぶさるわけで
ある 。

さて 、
句と
節とのちがいについ
てはどうか 。
私がここでい
う句

と
節との
区別に
あたる 、
意味の
面におけるい
ろい
ろな問題は 、
す

でに
多くの
先学の
方々
によっ
て
取り上げられてい
る 。
例えば 、
渡

辺実氏や杉山栄一
氏の
「絞述」
と
「陳述」
の
区別(注4)
とか 、
服

部四
郎博士が 、
「卜プ」「アタタカ
イ」「ナイ」「タ」
などの
意義素

と 、
「ダ」
「7
イ」「ウ(ヨ
ウ)」「ダロ
ウ」
などの
意義素のちがいに

関して
説か
れた 、
「不定人称者」
の
判定作用と
「第一
人称者」
の

判定作用の
区
別
盃5)
は 、
まさにここでい
う句と

節のちがい
を問

題にした
もので
ある 。
また 、
永野賢氏の
助詞「ノ
デ」と「カラ」
につ

いての
論
在6)
も 、
句の
続き形と
節の
続き形のちがいとい
うこと

に
なる 。
さらに 、
金田一
春彦氏のい
わゆる
不変化
助動詞について

の
考察(注7)
とか 、
芳賀緩氏の
陳述論(注8)
は 、
もっ
ぱら
節の
段

階の
意味について
検討を加えた
ものだ 。
こ
れらの
諸家の
考察はい

ずれ
も問題の
核心を
適確につい
た
もので
あるが 、
それらにおい
で

ほぼ一
致して
指摘されてい
るとこ
ろは 、
私のここでい
う節の

方が

句より
も何らかの
『意味で主観的な性格を
多く
もっ 、
あるいは
句の

方にはより
客観的な感じがつ
きまと
う 、とい
うことで
ある 。
では 、

節の
方が主観的だといっ
て
も一
体それは
何の
主観なのか 。
簡単に

話し
手の
それだといっ
てしまっ
て
よい
ものかどうか
をZ 。
こ
れ

については
さらに
慎重に
考える必要がある 。
そして
その
結論を出

すための
足場固めとして 、
はっ
きりさせておかなければならない

ことがまだ
ありそうだ 。
ここではそれを指摘するだけにしよ
う 。

まず考えておかなければならないことは 、
句と
節のちがいは 、

形式の
抽象の
段階のちがいに
対応するとい
うことで
ある 。
句の
方

がより抽象的 、
節の
方がより具体的 。
はじめの
方ではそんなこと

に
あまりかまわ
ずにはなはだ
大ざっ
ぱに
扱っ
てい
たが 、
例えば 、

「頭ガ
痛イ」
とい
う句は 、

厳密にい
うと 、

オレハ
頭ガ
痛イ

オレハ
頭カ
痛イゾ

オレハ
頭ガ
痛イカ

-
7

 

などといっ
た
節をたがいに
比較して 、
それに
共通した
部分として

取り
出された
もの
に
あ
た
る 。
句と
節とを
大ざっ
ぱに
較べ
てみる

と 、
句が
節の
何か
素材で
あるといっ
た
感じがしたり 、
また
さきに

のべ
たよ
うに 、

節の
方が句より
も何らかの
意味で主観の
匂い
が濃

い 、
とい
うよ
うな感じを与える

原因の一
つ
はそこに
あるのだろう

と
思う 。

だか
ら 、
句と
節とのちがいとい
うものは 、

何とい
うかレベル
の

ちがい
なので
あっ
て 、
同じレベル
における
対立なのではない 。
句

と
節のちがい
をそれぞれに
対応する
視覚的な
ヨω滑
に
訴えて
説

明するならば 、
句とい
う芯に

何か
皮がかぶさっ
て
節がで
きてい
る

といっ
て
もよかろうと
思う 。
節を
特徴 .つ
ける
形式
ーーたとえば 、

陳述副詞の一
部とか
終助詞など
llが 、

節に
該当する
形式連続の

EC巳
または
m
E一
の
位置に
現われることが
多いの
もそうした
事

情を反
暁してい
るとい
えないで
もなし 。
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(
第
四
図)オ

レハ

頭ガ
痛
イ

節

文論 の 分析につい て の ーつ の 試み

つ
ぎ
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は 、
今
の
ぺ
た
皮
は一
重
で
は
な

く
、

そ
れ
に
層

、
あ
る
い
は
厚
み
を
も
た
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ 。
例
え
ば

、

ヒ
コ
ウ
キハ
キョ
ウ
卜

プ

は
そ
れ
だ
け
で
節の
資
格
を
もっ 。
「
キョ
ウ
ト

プ」
だ
け
な
ら
句
だ
が 、「ヒ

コ
ウ
キハ」
が
つ
け
ば
節と
な
る 。
つ
ま

り
そ
れ
だ
け
皮
を
か
ぶ
る 。
と
こ

ろ
が 、
さ
ら
に
こ
の
上
にい
ろ
い
ろ
な
要
素
が
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
節
が
で

き
る 。ヒ

コ
ウ
キハ
キョ
ウ
ト

ブ
カ

ヒ
コ
ウ
キハ
キョ
ウ
ト

プ
カ
ナ

ヒ
コ
ウ
キハ
キョ
ウ
ト

プ7
イ

ヒ
コ
ウ
キハ
キョ
ウ
ト

プマ
イネ

こ
の
場
合
は 、
「ヒ
コ
ウ
キハ」
は
節の一
般
的
性
格
を
与
え
る
要
素
で
あ

り、
「
カ」
「ナ」 、
「マ
イ」
「ネ」
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ら
にこ
ま
か
に
個々
の

節の
型
を
特
徴づ
け
る
要
素
で
あ
る 。
た
と
え
て
い
う
な
ら
ば

、「ヒ
コ
ウ

キハ」
は
節と
し
て
は
もっ
と
も
内
側の
皮
で
あ

り
、「

カ」
「ナ」
あ
る
い

は
「7
イ」
つ不」
は
順
次
外
側
の
皮
と
な
る 。
つ
ま

り
、

同
じ
節
を
特
徴

づ
け
る
要
素で
も 、
その
間
に
何
と
い
う

か
知
gr
の
ち
が
い
と
で
もい
う

ぺ
き
もの
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ない
わ
け
だ
在泊
三
前
に一
で
問
題
に

し
た
「
烏ハ
ト

プ」
と
「
早
ク
行
ケ」
の
ち
が
い
も
結
局こ
の
種の
も
の
で

あっ
た。

以
上
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
つ
つ 、
調
査

、
分
析
を
進
め
る
こ
と
に
よっ

て
句
と
節と
の
ち
が
い
は一
一照
明
ら
か
に
な
る
と
思
う 。

(
注
l)

た
だ
し 、

従
項
に
よ
っ

て
そ
の
旬 、

節
の
性
格
が
左
右
さ
れ
る

場
合
も
な
い
で
は
な
い。

三
の
付
お
よ
び
同
容
照 。

(
注
2)

た
だ
し 、
の
Z
ケナ
HU
Z
↓
の
〈
の
場
合
を
除
く 。

(
注
3)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は 、

宮
地
絡
氏
の
研
究
が
あ
る 。
「
文
末

助
詞
と
質
問
の
昇
調」
(
「
こ
と
ば
の
研
究」
国
立
国
語
研
究
所
論
集
1
、

一
九
五
九) 。

(
注
4)

渡
辺
実
「
叙
述
と
陳
述

||
述
語
文
節
の
構
造」
(「
国
語
学」

一
三
・

一
四) 、

杉
山
栄
一
「
副
詞
の
境
界
線」
(
「
国
語
学」
二
四) 、

「
日
本
語
の
文
法 、

単
語
論」
(「
講
座
日
本
語
」
E 、
一
九
五
五)

(
注
5)

「
ソ
ス
ュ
l

ル
の

Fロ田口。

と
言
語
過
程
説」
(「
言
語
研
究」

一一一
二)

(
注
6)

「「
か
ら

」
と
「
の
で
」
と
は
ど
う
違
う
か
」(「
国
語
と
国
文
学」

昭
二
七 、

二)

(
注
7)

「
不
変
化
助
動
詞
の
本
質」
(「
国
語
国
文」
ニ
ニ
ノ
ニ 、

三)

(
注
8)

「
P

陳
述グ
と
は
何
も
の
?」
(「
国
語
国
文」
-一
三
ノ
四)

(
注
9)

服
部
博
士
は
前
掲
論
文
(
注
5)
で 、
「
発
話
者」
「
文
の
表
現

者」
「
第
一
人
称
者」
「
不
定
人
称
者」
を
区
別
し

て
お
ら
れ
る 。

(
注
目)

芳
賀
氏
は
前
掲
論
文
「
注
8)
で 、

お
も
に
文
の
末
尾
に
あ
た

る
部
分
を
く
わ
し
く
検
討
し 、
二
種
の
陳
述
を
認
め
ら
れ
た

。
一
般
託 、
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節 、

と
く
に
完
結
形
の
場
合
は 、

外
側
に
行
く
に
従
っ

て
話
し
手
(
と

い
え
る
か
どう
か
疑
問
だ
が)
の
聞
き
手
に
対
す
る
働
きか
け
とい
っ

た
性
格
を
ま
す 。

五

今
ま
で
見て
きたとこ
ろによれば 、
句 、
節(名詞的 、
動詞的) 、

完結形 、
続き形の
それぞれの
もっ
てい
る
文法的意味 、
職能は 、
そ

れらの
形式連続の
上にかぶさっ
てレ
る
皮のよ
うなものとして

視覚

的には
表わすことので
きる
もので
あっ
た 。
文中における
形
式 、
形

式連続は
必ず何らかの
皮をかぶっ
てい
る 。
とい
うことは 、

文中の

ある
位置をしめる
形式 、
形式連続は
単に
それだけ
取り
出された
形

式とはちが
うとい
うことだ 。
その
位
置特有の
文法的意味 、
職能が

まつ
わりついてい
る 。
しか
も前に
見たよ
うに 、
それらは二
重三
重

となっ
てい
ると
考えなければならない 。
われわれは
そうした
皮を

一
枚一
枚は
ぎとっ
て
その
正
体を明らかに
すべ
きで
ある 。
そのため

に 、
こ
うした

皮を
抽象して
「文法素」(あるいは「統合素」
という

か
lllとくに

句の
段階で
は)
とで
もいっ
た
もの
をたてることが
可

能ではないかと
私は
考える 。
もちろん
今までのべ
て
きたよ
うな分

析をもとに
するわけだが 、
今のとこ
ろつ
ぎのよ
うな

種類の
もの
を

たてることがで
きるのではないかと
考えてレ
る 。

付
句関係

凶
句一
般の
資格を与える
もの 。

「
名
詞
的

F
動
詞
的

山川
続き形についての
各種 。

帥

節
関
係

伽
節一
艇の
資格を与える
もの 。

山
完結形についての
各種 。

ω
続き形についての
各種 。

このよ
うな立場か
らすれば 、
例えば 、
従来の日
本語の
文法でい

う主格その
他の
格と
呼
ばれるよ
うなもの 、
ま
た
用言の
受身 、
伎

役 、
あるい
はテンスとかアスペ
クトとかとい
うことばでいえば

近

かろうと
思われる
もの 、
敬語の一
部(とくに
尊敬語)
などは
句の

段階における
問題となる 。
それに
対して
用言の
活用の一
部(命令

形
な
ど
て

い
わ
ゆ
る
助
動
詞
の
一
部
(
ヨ
昆
5
の
助
動
詞
な
ど
と
い
わ
れ

る
も
の) 、

終
助
詞 、

間
投
詞 、

敬
語
の
一
部
(
と
く
に
丁
寧
語)
な
ど
は
節

の
段階において
問題と
なることがらで
ある 。
以上のほかに 、
い
わ

ゆる
文型の
区別 、
用言の
活用の
記述 、
口問調の
分類など
もここでの

べ
た
観点か
ら
再整理することによっ
て 、
より
整然とした
結果を得

ることが
可能でみめると
私は
考える 。
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(
補
注
l)

こ
の
「
休
言
を
修
飾

」
という
とと
を
基
準
に
す
る
た

め
に
は 、

厳
密
に
い
う
な
ら
ば
ま
ず
体
言
そ
の
も
の
が
定
義
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ 。
だ
が 、
突
の
と
こ
ろ
こ
こで
は
そ
の
定

義は
与
え
ら
れ
て
い
な
い 。
こ
こ
の
「
体
言」
は
一
つ
の
作
業
仮
説的

な
も
の
と
し
て 、

従
来
の
文
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
体
言
を
用
い
て
い
る

わ
げ
で
あ
る 。
そ
れ
で
こ
こ
の
基
準
も
そ
の
程
度
の
も
の
と
し
て
お
考

え
頂
き
たい 。
あ
と
に
出
て
来
る
「
体
言
を
中
絞
と
し
た

」
「
用



言
を
中
核
と
し
た

」
と

い
う
場
合
の
体
言 、
用
言
も
や
は
り
そ
う

し
た
性
格
の
も

の
で
あ
る 。

(
補
注
2)

つ
ま
り 、
節
H

文
な
の
で
は
な
い。
本
稿
で
は
く
わ
し
く
ふ

れ
な
か
っ
た
が 、
私
は
句
と
節
と
を
区
別
す
る
よ
う
に
節
と
文
と
も
区

別
す
る 。
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に、
旬
は
節
よ
り
も
抽
象
的
な
も

の
と

み
る
が 、
節
も
文
よ
り
は
抽
象
的
な
も

の
と
考
え
る 。
形
の
上
か
ら

い

え
ば 、
例
え
ば
イ
ン
ト
l

ネ
l
シ
ヨ
ン
や
ポ
l

ズ
は
節
に
お
い
て
は
捨

象
さ
れ
て
い
る 。
で
は 、
「
烏
ガ
ト

プ 。」
と
い
う
文
は
一
体
節
が
文
に

な
っ
た
の
か 、
い
き
な
り
句
が
な
っ
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
お
こ
る

(「
烏
ガ
ト
プ」
は
一
応
句
だ) 。
私
は 、
節
で
あ
る
こ
之
を
し
め
す
積

極
的
な
形
式
が
な
い
か
ら 、
句
が
鮪
の
段
階
を
素
通
り
し

て
い
き
な
り

文
に
な
っ
た
と 、
一
応
見
て
お
き
た
い。

文論の分析についての一つの試み

後

記

本
稿
は 、
一
九
六
O
年
十
月
国
語
学
大
会
で
発
表
し
た
も

の
を
ま
と
め

た
も

の
で
あ
る 。
終
始
御
指
導
下
さ
っ
た
金
国
一
春
彦
先
生 、
発
表
の
際

い
ろ
い
ろ
御
質
問
や
御
注
意
を
頂
い
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る 。




